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都市再生整備計画　事後評価シート

庁舎および大貫駅周辺地区

平成29年2月

千葉県富津市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 1,304 ha

交付期間 0.4

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし ●

あり -

なし -

あり -

なし -

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

千葉県 市町村名 富津市 庁舎及び大貫駅周辺地区

交付対象事業費 国費率

地区名

705.0百万円

道路：市道太田寺谷線、市道仲町太田浜町線
高質空間形成施設：大貫駅地下歩道防犯対策（照明）

平成24年度　～ 平成28年度 平成28年度事後評価実施時期

事業効果分析調査

-0.81

904地下歩道の通行者数

指　標
目標

達成度
数　　値

1,089 ○

平成２１
年度

平成２３
年度

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

実施状況

道路：市道山王下飯野線、市道下飯野線、市道小久保岩瀬線、市道太田寺谷線、大貫駅地下歩道整備、大貫駅東口駅前広場整備
地域生活基盤施設：大貫駅駐輪場　高質空間形成施設：大貫駅地下歩道防犯対策（照明）

平成24年度　～ 平成28年度

平成24年度　～ 平成28年度

0

人

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

―

￣

1年以内の
達成見込み

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

交付期間
の変更

地域創造支援事業：大貫駅地下歩道防犯対策（防犯カメラ、落書き防止対策）　　事業活用調査：事業効果分析調査

新たに追加し
た事業

-

-

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

市の単独費で実施するため削除 影響なし

影響なし

-

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

事業名

―

整備前は屋根が無く、放置自転車や転倒自転車が多く防犯
上にも問題があった施設の改良に、利用者の要望を取り入
れ整備したことにより、快適で利用しやすいと満足度向上に
つながり、目標値を上回った。

目標
達成度

1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

道路整備は、目に見える形まで工事が進んではいないが、
市道整備に係る用地買収進捗率は、3路線とも順調に進ん
でおり3路線平均で９２％まで進み、工事着工できる状況に
至っており、道路事業は着実に推進されている。

整備前は屋根が無く、放置自転車や転倒自転車が多く防犯
上も問題があった駐輪場の施設改良の要望に応える整備
が行われ、施設の改善や防犯性の向上について評価が高
まり、整備が寄与している。

地下歩道は着実に明るく安全、安心な空間づくりが進んで
いるとの理解が高まり、安全性・利便性が評価されて一般
（高校生以下を除く）の通行者数も３８％伸びて地下歩道利
用者が増加に寄与している。

―

―

 ５）実施過程の評価

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

―

駐輪場の安全性向上 点 0 H23

92.0H23

実施内容

指　標

今後の対応方針等

フォローアップ
予定時期

モニタリング

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

2.5

-0.42

駐輪場の満足度 点

指標1

その他の
数値指標1

数　　値目標値

平成２３
年度

平成２８
年度

3.1

指標２

広域道路の公共用地の確
保率

台 0

-1.26 ×

指標３ ○

市民アンケートでの満足度では目標値を達成していない
が、各路線とも事業実施箇所での基礎的な工事や用地買
収が概ね完了し、工事着工直前まで進んだ。さらに、平成２
９年度から各路線の工事着手を順次進める予定である。

老朽化した施設の改修により、非常に明るく安全、安心な
空間になり、落書きもなくなり、整備前より一般（高校生以下
を除く）の男性・女性、高校生以下の男性・女性の地下歩道
利用者が共に増加し、目標値を上回った。

 １）事業の実施状況

事業費圧縮のため削除

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

-

- -

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

道路の満足度 点

0
平成２８

年度

平成２８
年度

990

その他の
数値指標３

従前値

その他の
数値指標２

地下歩道利用者増加率 ％ 0 H23 38.0



様式２－２　地区の概要

単位：点 -0.42 H21年度 0 H28年度 -1.26 H28年度

単位：人 904 H23年度 990 H28年度 1,089 H28年度

単位：点 -0.81 H23年度 0 H28年度 3.1 H28年度

単位：％ 0 H23年度 ― H27年度 92.0 H27年度

単位：％ 0 H23年度 ― H27年度 38.0 H28年度

単位：点 0 H23年度 ― H28年度 2.5 H28年度

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・早期の広域道路網整備に向け、道路整備連絡調整会議を継続して開催、協議・調整を図る。
・道路整備を社資交に移行した後も計画的な整備促進に向け、道路沿道や周辺の関係権利者等への理解を得られる分り易い説明会の実施により、市民の理解を得ながら、「道路の満足度」が高まるよう着実な工事計画を推進す
る。
・利用しやすい公共施設の適切な維持管理と安心安全に利用できる施設の運営

まちの課題の変化
・各道路整備区間の用地買収等が進み、工事着手を平成２９年度から歩道整備や交差点改良整備を行える段階まで進展した。
・消防防災センターが移転新設され、市民に安心・安全を提供できる緊急自動車の活動を行う環境は整った。
・駐輪場の利便性向上、地下歩道の利用者増に寄与し、加えて東口駅前広場整備が完了によって、駅利用者の移動は円滑に行え、利便性の向上に寄与した。

地下歩道の通行者数

道路の満足度

駐輪場の満足度

広域道路の公共用地の確保率

大目標：安全と安心を実感できるまちづくり
目標１　安全・安心な生活環境基盤づくり
目標２　利用し易い公共施設づくり

駐輪場の安全性向上

地下歩道利用者増加率

目標値 評価値

庁舎及び大貫駅周辺地区（千葉県富津市）　都市再生整備計画事業の成果概要

従前値まちづくりの目標 目標を定量化する指標

大貫駅東口駅前広場（新道路等） 大貫駅東口駅前広場（シェルター、ベンチ）

大貫駅地下歩道全景 大貫駅地下歩道入口

大貫駅駐輪場

市道小久保岩瀬線市道下飯野線市道山王下飯野線



（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（完成状況）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）により計測される効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）今後のまちづくり方策の作成
　　添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

　　添付様式５－②　まちの課題の変化

　　添付様式５－③　今後のまちづくり方策

　　添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

　　添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

　　添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方
　　添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

（５）事後評価原案の公表
　　添付様式７　　事後評価原案の公表

（６）評価委員会の審議
　　添付様式８　　評価委員会の審議

（７）有識者からの意見聴取
　　添付様式９　　有識者からの意見聴取

都市再生整備計画　事後評価シート
（添付書類）



添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

●

●

●

（１） 成果の評価

変更

Ａ．まちづくりの目標

変更後変更前

Ｂ．目標を定量化する指標

Ｃ．目標値

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

変更理由



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

道路 922 271.9 事業費削減 ― ―

道路 739 273.7 事業費削減 ― ―

道路 281 42.6 事業費削減 ― ―

道路 68 - 事業費削減

道路 42 51.3 事業費増加 ― ●

道路 19 24.3 事業費増加 ― ●

道路

公園

河川

下水道

駐車場有効利
用システム

地域生活基盤
施設

55 38.2 最適資材により事業費削減 ●

高質空間形成
施設

3 - 削除

高次都市施設

既存建造物活
用事業

都市再生交通
拠点整備事業

土地区画整理
事業（都市再
生）

住宅市街地
総合整備事業

1,092㎡

-

道路の詳細設計に伴う道路線形上の用地買収は終了、工事着手
手前段階まで進捗しており、指標１に関係するが、指標目標は据え
置く。

影響なし。

影響なし。
事業未着手のため計画から削除した。

道路の詳細設計に伴う道路線形上の用地買収は終了、工事着手
手前段階まで進捗しており、指標１に関係するが、指標目標は据え
置く。

道路の詳細設計に伴う道路線形上の用地買収は終了、工事着手
手前段階まで進捗しており、指標１に関係するが、指標目標は据え
置く。

1,092㎡

-

大貫駅駐輪場

大貫駅地下歩道防犯対策（照明）

市道小久保岩瀬線

1,870ｍ

590ｍ

210ｍ

96.3ｍ

2,000㎡

大貫駅地下歩道整備

最終変更計画

基幹事業

当初計画
事業

事業内容事業内容

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）事業箇所名

市道山王下飯野線

事後評価時の完成状況
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

1,300ｍ 1,300ｍ

1,870ｍ

590ｍ

-

96.3ｍ

2,000㎡

市道太田寺谷線

大貫駅東口駅前広場整備

市道下飯野線

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと



添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

事業費 事業費 完成 完成見込み

地区再開発事
業

バリアフリー環
境整備事業

優良建築物等
整備事業

住宅市街地
総合整備
事業

街なみ環境整
備事業

住宅地区改良
事業等

都心共同住宅
供給事業

公営住宅等整
備

都市再生住宅
等整備

防災街区整備
事業

最終変更計画
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響事業箇所名

基幹事業

事業

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

当初計画

事業内容

事後評価時の完成状況

事業内容

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）



事業費 事業費 完成 完成見込み

8 3.0
事業内容の変更（防犯カメラ→防
犯対策、塗装→落書き防止対策）、
事業費増加

●

3 0 事業内容の変更に伴い削除

当初計画
最終変更

計画
当初計画

480 480 H22～27
用地買収等が着実に進展し
ているが、H３１年度完成を目
指している。

212 145 H23～24
Ｈ２３年度（２４年３月）に造成
工事は終了。

1,316 1,016 H23～24
Ｈ２４年度に新築工事は終了
し、（２５年３月）に竣工、消防
活動は円滑に行われている。

事後評価時の完成状況

防犯対策、落書き防
止対策

事業主体：富津市

事業期間

事業主体：富津市

事業費

事業主体：千葉県

備考進捗状況及び所見

H22～31

H23～23

H24～24

最終変更計画

富津市下飯野

富津市下飯野

事業箇所名

君津市下湯江～富津市上飯野

提案事業

地域創造
支援事業

大貫駅地下歩道防犯対策

事業効果分析調査 -

富津市消防防災センター（消防本部・消防署）新築工
事

（参考）関連事業

本郷バイパス整備

富津市消防防災センター（消防本部・消防署）造成工
事

事業
細項目

※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

当初計画

事業内容

防犯カメラ、塗装

まちづくり
活動推進事業

市の単独費で実施するので影響なし

細項目

影響なし

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）事業内容

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、数値目標等への影響

-

事業活用調査

最終変更計画
事業



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

あり なし

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

指　標

指標１

指標２

指標３

指　標

-0.42
平成21
年度

大貫駅地下歩道を午前６時～午
後１１時の間に実際に利用した
出入りの人数を集計し「利用し易
い公共施設となるよう」地下歩道
を改修したことにより増加した通
行者数を計測する。

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

地下歩道の通行者数 人

（参考）※１

計画以前の値 従前値

点道路の満足度

指標２

市民アンケートで集計された飯
野、大貫及び吉野地区の満足度
を計測する。４段階評価の各選
択肢「満足：４」「やや満足：２」
「やや不満：－２」「不満：－４」の
３地区の平均値を計測する。

―

目標値
1年以内の

達成見込みの
有無目標達成度※２数値（エ）

モニタリング

●

×事後評価 事後評価

モニタリング

0
平成28
年度

-1.26

目に見えない道路整備の初期段階（測量・設計・用地確保・基礎的工事）を一般の方のアンケート調査で
評価してもらうことは困難だった。

その他特記事項
（指標計測上の問題点、課題等）

市民アンケートでの満足度では目標値を達成していないが、各路線ともに、事業実施箇所での基礎的な工事
［実施設計、道路基礎工事（路体盛土）など］、用地買収が概ね完了し、工事着工直前まで進んだ。さらに、平成
２９年度から各路線の工事着手を順次進めることになっているが、目標値を達成していないため。

目標達成度○△×の理由
（達成見込み「あり」とした場合、その理由も含む）

モニタリング

○

3.1 事後評価 ○

1,089

― ―

モニタリング

事後評価

――

―指標１

―

指標３ 駐輪場の満足度 ―点

「大貫駅駐車場利用者アンケー
ト」を実施し、利用し易い公共施
設として、駐輪場の設備等の整
備を実施したことに対する、整備
後の満足度を計測する。４段階
評価（４，２，－２，－４）計測、集
計し、その平均値を従前値とす
る。

老朽化した施設の改修により、非常に明るく安全、安心な空間になったことで、地下歩道内の落書き防止塗料に
より落書きもなくなり、整備前より一般（高校生以下を除く）の男性・女性、高校生以下の男性・女性の地下歩道
利用者が共に増加し、目標値を上回った。

整備前は屋根が無く、放置自転車や転倒自転車が多く防犯上にも問題があった施設の改良に、利用者の要望
を取り入れ整備したことにより、快適で利用しやすいと満足度向上につながり、目標値を上回った。

990
平成28
年度

事後評価

0

― 904

事後評価

―
平成23
年度

平成28
年度

平成23
年度

-0.81

モニタリング

モニタリング

※１ 計画以前の値 とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。
※２ 目標達成度の記入方法

○ ：評価値が目標値を上回った場合
△ ：評価値が目標値には達していないものの、近年の傾向よりは改善していると認められる場合
× ：評価値が目標値に達しておらず、かつ近年の傾向よりも改善がみられない場合



添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ）

単位
基準
年度

基準
年度

モニタリング

確定 ●

見込み

モニタリング

確定 ●

見込み

モニタリング

確定 ●

見込み

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

0.0

事後評価

指標１を補完して、道路整備
事業が着実に進行しているこ
とを説明する。

道路整備は、目に見える形まで
工事が進んではいないが、各路
線の事業実施箇所での用地買
収、基礎的な工事［実施設計、
道路基礎工事（路体盛土）など］
は進んでおり、整備に不可欠な
道路用地確保が着実に工事着
手段階まで進んでいることを説
明するため。

本指標を取り上げる理由
その他特記事項

（指標計測上の問題点、課題
等）

屋根が無く、放置自転車や転倒
自転車が多く防犯上も問題が
あった駐輪場の施設改良の要
望に応える整備が行われ、、施
設の改善や防犯性の向上につ
いて評価が高まり、その事業効
果があったことを説明するた
め。

指標３を補完して、利用しやす
く安全性も向上したことを説明
する。

事後評価 2.5

平成23

92.0

数値（ウ）

データの計測手法と
評価値の求め方

（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

平成２４年から平成２７年度まで
に用地買収が完了した「買収予
定総面積」と「買収済み面積」を
もとに「都市再生整備計画事業
事業計画」で集計された「山王下
飯野線」「下飯野線」「小久保岩
瀬線」の市道整備の進捗度を確
認し、3路線の平均を確認し、確
定値とする。

――

その他の
数値指標３

駐輪場の安全性向上 点

駐輪場の設備等の機能向上に
対する事後評価調査として「大
貫駅駐車場利用者アンケート」を
実施し、計測する。
４段階評価（４，２，－２，－４）で
整備前（従前値：０）として、整備
効果について利用者の利用しや
すさ、安全性に対する評価を確
認し、確定値とする。

― ―

・地下歩道は明るく安全に利用できるように整備されたことから、地下歩道内の内部湧水、さらに落書きも無くなり、地下歩道利用者に安全性・利便性が評価されて全体数も増加し、さらに一般（高校生以下を除く）の利用者も３８％増
えている。
・駅周辺の基盤施設（地下歩道・駐輪場・駅前広場）の機能向上を図ったことにより、一体的に利用されるようになり、大貫駅方向へより駅前広場方向への地下歩道利用者数が、男女ともに増加し、駅周辺は利用しやすい施設づくり
が進んだと言える。
・天候に左右されずに利用できる屋根付き駐輪場が実現したことで放置自転車の減少にも寄与していると言える。
・大貫駅東口駅前広場は、減少傾向だったバス乗降客数が平成25年度の整備後に君津駅まで路線延伸したことも重なり、大貫駅を一体的に利用できる併設の地下歩道の安全性の向上とともに、平成27年度までに駅前広場バス停
２５％、大貫駅前バス停１４％と両バス停の利用者数が増加したことから、利便性が高まり利用者の満足度も高いと考えられる。

その他の
数値指標１

％
広域道路の公共用地の確
保率

平成23

指　標

（参考）※１

計画以前の値 従前値

その他の
数値指標２

地下歩道利用者増加率 ％

平成２８年５月平日の午前６時
～午後１１時までの間に地下歩
道を利用している出入りの人数
を集計し、地下歩道の改修によ
り増加した一般（高校生以下を
除く）の利用者数をカウントし、そ
の増加率を確定値とする。

― ― 0.0 平成23

整備により、着実に明るく安全、
安心な空間づくりが進んでいる
との理解が高まり、事業効果が
あったことを説明するため。

指標３を補完して、利用しやす
い公共施設づくりが進んたこと
を説明する。

事後評価 38.0

0.0



（２） 実施過程の評価

・本様式は、都市再生整備計画への記載の有無に関わらず、実施した事実がある場合には必ず記載すること。

添付様式３－①　モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－②　住民参加プロセスの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の対応方針等

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した ●

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

予定したが実施できなかった
(理由　　　　　　　　　　　　）

なし

道路整備事業説明会
引続き事業の実施状況について適宜、市民
に情報を提供していく。

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

構築状況 今後の対応方針等

なし

実施状況

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果

実施頻度・実施時期・実施結果実施状況

・平成24年～25年　全４回

・沿道住民を対象とした事業説明会を実施し、住民へ情報提供を行う。



（３） 効果発現要因の整理

添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－②　数値目標を達成した指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善

への
貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

指標改善
への

貢献度

― ― ◎ ― ―
― ― ◎ ― ―
― ― ◎ ― ―
◎ ○ ― ◎ ○
○ ○ ― ○ ○
○ ◎ ― ○ ◎

◎ ○ ― ◎ ○

― ― ― ― ―

― ― ○ ― ―

― ― ― ―

― ― ― ―

指標２

総合所見総合所見

指標３

名称等

指標の種別

指　標　名

事業名・箇所名

都市再生整備計画事業の事後評価庁内検討会議

事業効果分析調査

市道下飯野線

検討メンバー

建設課
市民課
都市政策課

広域道路の公共用地の確保
率

総合所見

地下歩道は着実に
明るく安全、安心な
空間づくりが進んで
いるとの理解が高ま
り、安全性・利便性
が評価されて、一般
（高校生以下を除く）
の通行者数も３８％
伸びて地下歩道利
用者が増加に寄与
していることが確認
された。

実施時期

平成２８年１０月２５日（火）

関連事業

基幹事業

提案事業

大貫駅東口駅前広場整備

富津市消防防災センター（消防本部・消防署）造成工事

市道小久保岩瀬線

本郷バイパス整備

富津市消防防災センター（消防本部・消防署）新築工事

市道山王下飯野線

大貫駅地下歩道防犯対策（防犯対策、落書き防止対
策）

大貫駅駐輪場

地下歩道の通行者数

総合所見

その他の数値指標２

地下歩道利用者増加率駐輪場の満足度

大貫駅地下歩道整備

整備前は屋根が無
く、放置自転車や
転倒自転車が多く
防犯上も問題が
あった駐輪場の施
設改良の要望に応
える整備が行わ
れ、施設の改善や
防犯性の向上につ
いて評価が高まり、
整備が寄与してい
ることが確認され
た。

今後の活用

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献した。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献した。
  △ ：事業が効果を発揮することを期待したが、指標の改善に
　　　　貢献しなかった。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが明確
        なので、評価できない。

都市政策課

担当部署

その他の数値指標３

駐輪場の安全性向上

総合所見

利用者の安心度が増すよう
に地下歩道の安全管理、歩
道壁面を明るく保つための
計画的な維持管理を図る。

多くの人が通行に
不安を覚えていた
が、老朽化した施
設の改修により、非
常に明るく安全、安
心な空間になり、落
書きもなくなり、整
備前より一般（高校
生以下を除く）の男
性・女性、高校生以
下の男性・女性共
に地下歩道利用者
が増加が確認され
た。

道路整備は、目に見
える形まで工事が進
んではいないが、市
道整備に係る用地
買収進捗率は、３路
線とも順調に進んで
おり、３路線の平均
で９２％まで進み、
工事着工できる状況
に至っており、道路
事業は着実に推進
されていることが確
認された。

整備前の屋根が無
く、放置自転車や転
倒自転車が多く防犯
上も問題があった施
設の改良に利用者
の要望を取り入れ整
備したことにより、快
適で利用しやすいと
満足度向上につな
がり、従来施設より
高い評価を得ている
ことが確認された。

利用者目線に立って安全に
利用できるよう、施設及び設
備の維持管理を計画的に行
う。

その他の数値指標１



添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別
目標

未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

目標
未達成へ
の影響度

要因の
分類

△
△
△
△
△
―

―

―

△

△

△

総合所見

道路整備を平成29年度からの社会
資本総合整備計画に移行した後も、
道路利用者（市民等）の「道路の満
足度」が高まるよう道路整備を進め
る。

指標１

道路の満足度

道路整備が目に見
える形まで工事が
進んではいなことも
あり、市民アンケー
トでの満足度では
目標値を達成して
いない。しかしなが
ら各路線ともに、事
業実施箇所での基
礎的な工事［実施
設計、道路基礎工
事（路体盛土）な
ど］や用地買収が
概ね完了し、工事
着工直前まで進ん
だことが確認されて
いる。
さらに、平成２９年
度から各路線の工
事着手を順次進め
ることになってい
る。

総合所見

指標○ 指標○指標○

総合所見 総合所見

改善の方針
（記入は必

須）

富津市消防防災センター（消防本部・消防署）造成工事

本郷バイパス整備

市道山王下飯野線
市道下飯野線
市道小久保岩瀬線

大貫駅東口駅前広場整備

事業効果分析調査

※目標未達成への影響度
××：事業が効果を発揮せず、
　　　　指標の目標未達成の直接的な原因となった。
   ×：事業が効果を発揮せず、
      　指標の目標未達成の間接的な原因となった。
   △：数値目標が達成できなかった中でも、
       ある程度の効果をあげたと思われる。
   －：事業と指標の間には、もともと関係がないことが
        明確なので、評価できない。

※要因の分類
　分類Ⅰ：内的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅱ：外的な要因で、予見が可能な要因。
　分類Ⅲ：外的な要因で、予見が不可能な要因。
　分類Ⅳ：内的な要因で、予見が不可能な要因。

富津市消防防災センター（消防本部・消防署）新築工事

大貫駅駐輪場

大貫駅地下歩道整備

大貫駅地下歩道防犯対策　（防犯対策、落書き防止対
策）

提案事業

関連事業

基幹事業

事業名・箇所名

指標の種別

指　標　名

Ⅲ



（４） 今後のまちづくり方策の作成

添付様式５－①　今後のまちづくり方策にかかる検討体制

添付様式５－②　まちの課題の変化

・消防防災センター移転に伴い、緊
急車両が円滑に活動できる道路環
境が必須であることから、交通円滑
化に資する路線整備や活動困難地
域の解消

・大貫駅周辺の施設整備について
は、利用者の安全性及び利便性へ
の配慮から、駐輪場の利便性向上と
地下歩道及び東口駅前広場の安全
な空間づくり

都市再生整備計画事業の事後評価庁内検討会議

・消防防災センターは竣工し、緊急自動車の活動を行う
環境は整った。

・地下歩道、駅東口駅前広場、駐輪場など駅周辺の一
体的な施設整備で、安全性・快適性・利便性が向上し、
施設利用者の移動は円滑に行えるようになった。

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

・区域内の道路網整備については、
歩行者等の安全対策として歩道設置
や交通円滑化のための交差点改良
等

・市道整備に係る用地買収進捗率は、３路線とも順調に
進んでおり、３路線の平均で９２％まで進捗し、工事着
手段階に入った。

これを受けて、改善策にかかる今後のまちづくり方策を
添付様式5-③B欄に記入します。

これを受けて、成果の持続にかかる今後のまちづくり方
策を添付様式5-③A欄に記入します。

残された未解決の課題

・広域の医療施設への緊急車両の最短経路確保
・活動困難地域の未解消

・駐輪場の盗難やいたずらの防犯対策
・駅利用者が利用しやすい乗換バスの発車時刻の配慮

・道路工事着手にむけた整備促進
・交差点改良や歩道整備を伴った道路整備の推進

事業によって発生した
新たな課題

担当部署

都市政策課

実施時期

平成２８年１０月２５日（火）

検討メンバー

建設課
市民課
都市政策課

達成されたこと（課題の改善状況）

名称等



添付様式５－③　今後のまちづくり方策

■様式５－③の記入にあたっては、下記の事項を再確認して、これらの検討結果を踏まえて記載して下さい。（チェック欄）
● 交付金を活用するきっかけとなったまちづくりの課題（都市再生整備計画）を再確認した。
● 事業の実施過程の評価（添付様式３）を再確認した。
● 数値目標を達成した指標にかかる効果の持続・活用（添付様式４－②）を再確認した。
● 数値目標を達成できなかった指標にかかる改善の方針（添付様式４－③）を再確認した。
● 残された課題や新たな課題（添付様式５－②）を再確認した。

添付様式５－参考記述　今後のまちづくり方策に関するその他の意見

・安全・快適な利便施設づくり

・緊急車両が円滑に活動可能な道路環境の
拡大

・社会資本整備総合計画による道路事業

想定される事業改善策の基本的な考え方

A欄
効果を持続させるため

に行う方策

B欄
改　善　策

改善する事項

・施設の安全性・快適性のさらなる機能向上

・区内の着実な道路網整備と歩道設置や交差点改良等の推進

フォローアップ又は次期計画等
において実施する改善策

を記入します。

なるべく具体的に記入して下さい。

・未達成の目標を達成するた
めの改善策
・未解決の課題を解消するた
めの改善策
・新たに発生した課題に対す
る改善策

・広域道路網整備に向けた工事計画

・施設の安全性・快適性のさらなる機能向上 ・利用者目線にたった施設づくりの継続

効果を持続させるための基本的な考え方

・道路整備連絡調整会議を継続して開催し、協議・調整の推進

効果の持続を図る事項

・円滑な道路工事の推進

・緊急車両が円滑に活動可能な道路の改良

想定される事業



添付様式５－④　目標を定量化する指標にかかるフォローアップ計画

単位 年度 予定時期 計測方法 その他特記事項

確定 ● あり

見込み なし ●

確定 ● あり

見込み なし

確定 ● あり

見込み なし

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

確定 ●

見込み

1年以内の
達成見込みの

有無
評価値

　－

　－

その他の
数値指標１

広域道路の公共
用地の確保率

点
その他の

数値指標３

0 H２３

0

％

　－

指標３

―

―

38.0 ―

92.00 H２３

地下歩道の通行
者数

-0.81 H２３駐輪場の満足度

・評価値が「見込み」の全ての指標、目標達成度が△又は×の指標、１年以内
の達成見込み「あり」の指標について、確定値を求めるためのフォローアップ
計画を記入して下さい。

―

―

　－

その他の
数値指標２

地下歩道利用者
増加率

駐輪場の安全性
向上

％

○

-1.26

1,089

×

○

3.1

― ―

―

― ―

―

　－

　－

2.5 ―

H２８

H２３

・フォローアップの要否に関わらず、添付様式２－①、２－②に記載した全ての指標について記入して下さい。
・従前値、目標値、評価値、達成度、１年以内の達成見込みは添付様式２－①、２－②から転記して下さい。

従前値
フォローアップ計画

指標２ 人

点

990

0

目標
達成度年度

指　標

指標１ 道路の満足度 点 0

H２８

-0.42 H２１

904 H２３

H２８

目標値



添付様式６　当該地区のまちづくり経験の次期計画や他地区への活かし方
・下表の点について、特筆すべき事項を記入します。

要因分析 次期計画や他地区への活かし方

うまくいった点

うまく
いかなかった点

関連事業の消防防災センターは計画通り完成したが、道路について事業の進捗が遅れ完成には
至らず道路の満足度を上げる事が出来なかった。

うまくいった点

うまく
いかなかった点

うまくいった点 計画通り、道路整備に関する説明会を実施できた。

うまく
いかなかった点

うまくいった点

うまく
いかなかった点

うまくいった点

うまく
いかなかった点

事業が遅れ、住民に道路の完成についての不安を抱かせてしまった。

添付様式６－参考記述　今後、都市再生整備計画事業の活用予定、又は事後評価を予定している地区の名称（当該地区の次期計画も含む）

その他

ＰＤＣＡによる事業
・評価の進め方

数値目標と
目標・事業との

整合性等

項目

数値目標
・成果の達成

住民参加
・情報公開



（５） 事後評価原案の公表

添付様式7　事後評価原案の公表

公表方法 具体的方法 公表期間・公表日 意見受付期間 意見の受付方法 担当部署

インターネット 市のホームページに掲載 平成28年11月1日～11月15日 平成28年11月1日～11月15日

広報掲載・回覧・個別配布
市の広報に掲載（市ホーム
ページ及び都市政策課の窓口
にて閲覧できる旨を掲載）

平成28年１１月号 ―

説明会・ワークショップ ― ― ―

その他
都市政策課の窓口にて閲覧可
能

平成28年11月1日～11月15日 平成28年11月1日～11月15日

住民の意見

意見無し

都市政策課　建設政
策係

担当課で以下の方
法で受け付ける。
・窓口受付、郵便



（６） 評価委員会の審議

添付様式８　評価委員会の審議

実施時期 担当部署 委員会の設置根拠 委員会の母体組織

学識経験を
有する者

その他
の委員

方法書

成果の評価

実施過程の評価

効果発現要因の整理

事後評価原案の公表の妥当
性

その他

事後評価の手続きは妥当に
進められたか、委員会の確認

今後のまちづくり方策の作成

フォローアップ

その他

今後のまちづくり方策は妥当
か、委員会の確認

※１　審議事項の詳細は「まちづくり交付金評価委員会チェックシート」を参考にしてください。

審議事項※１ 委員会の意見

委員会設置要領 独自に設置

木更津工業高等専門学校　環境都市工学科 教授　鬼塚信弘

千葉県立君津商業高等学校　校長　渡部　清

富津市商工会　理事　小林　真知子

平成28年12月2日（金） 都市政策課

委員構成

その他 なし。

今後のまち
づくりについ
て審議

事後評価手
続き等にか
かる審議

妥当である。

妥当である。
駅前広場の満足度は、どう現せるのか、どの様に把握しているのかについて⇒添付様式2参考記述（定性的な効果発現状況）を説明し、「利
便性が高まり利用者の満足度も高まった」ことについて、追記載した。

妥当である。

適切に実施された。妥当と判断します。

妥当である。

地下歩道は小学生が部活後遅く帰る時間の見守りはされているか。⇒見守りは実施していません。苦情、被害についても出ていません。防
犯カメラにより抑止効果もあり、また、苦情が出た場合に限り防犯カメラで確認できることになっています。

翌年度のフォローアップでは、残事業が完了せず、指標が達成しない事が明らかであるため、フォローアップは実施せず、今後移行した補助
事業で適切に評価を行うこと。

なし。

妥当である。

適切に実施された。妥当と判断します。

妥当である。



都市再生整備計画（第3回変更）

庁舎
ち ょ う し ゃ

及
お よ

び大貫駅
お お ぬ き え き

周辺
し ゅ う へ ん

地区
ち く

千葉県
ち ば け ん

　富津市
ふ っ つ し

平成２８年１２月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 1,304 ha

平成 24 年度　～ 平成 28 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

点 平成２１年度 平成２８年度

人 平成２３年度 平成２８年度

点 平成２３年度 平成２８年度駐輪場の満足度 大貫駅駐輪場の利用者の満足度
利用し易い公共施設として、駐輪場の設備等の整備を実施したことに対す
る、整備後の満足度を計測する。４段階評価（４，２，－２，－４）のボー
ダー（中間点：０）を目標にする。

-0.81 0

道路の満足度 道路の整備に対する満足度
安全・安心な生活環境づくりとして、道路の新設及び改良を実施したことに
対する、整備後の満足度を計測する。４段階評価（４，２，－２，－４）の
ボーダー（中間点：０）を目標にする。

-0.42 0

地下歩道の通行者数 大貫駅地下歩道の１日の通行者数
利用し易い公共施設として、地下歩道の改修により増加した通行者数を
計測する。従前値の１割増加を目標にする。 904 990

大目標：安全と安心を実感できるまちづくり
目標１　安全・安心な生活環境基盤づくり
目標２　利用し易い公共施設づくり

・富津市は、昭和４６年４月２５日の３町合併により「富津町」となり、その後市制施行により昭和４６年９月１日に「富津市」となった。そして、まちづくりの基礎となる都市計画も旧３町の個々の形態を維持し、旧富津町は線引き都市計画、旧大佐和町を非線
引き都市計画、そして旧天羽町を都市計画区域外とし、南北に長い市域の中で複数の都市計画が混在している。

・そうした中でこれまで市では、旧まちづくり交付金制度の施行以降、これら都市計画区域に対してまちづくり交付金の活用を検討し実践してきた。市内に６駅あるうち、線引き都市計画区域に属するJR内房線青堀駅を中心とした区域を設定し、平成１８年
度から平成２２年度までの５ヶ年で整備計画を立て事業を進めた。遅れていた都市計画道路等の整備を促進し市内の幹線道路網のネットワークを確立、地域資源の有効活用と保全として古墳群についても整備を図った。そして今後は、市の第３次基本
計画でも引き続き駅周辺市街地の整備を位置付けており、大佐和都市計画区域に位置するＪＲ内房線大貫駅とその周辺の道路を含めた区域の整備への機運が高まっている。

・今回の区域の大部分は大佐和都市計画区域に属するが、非線引き都市計画であり住宅が点在し、土地区画整理事業も無いため整形された道路も少ない。平成１３年に策定した「富津市幹線道路網計画」では、当該区域の中央部に幹線２号とする市
の南北を結ぶ路線の位置付けがあるが整備が進んでいない。このように、地域の特性によって生じている問題と合わせて、広域的な幹線道路網の整備も進めていきたい。

・一方、平成２５年４月１日には、市役所庁舎の隣に消防本部が富津出張所との統合に合わせて移転するため、今後の緊急車両の移動ルートの見直しを行っている。これについては、前述後段の幹線２号の整備が緊急車両の交通の円滑化に寄与する
ものと考える。同時に、広範囲におよび迅速な救急活動を実施するため、本郷地区方面へのルート整備や、各地区の消防救急活動等の困難区域の整備も進める。

・当該区域中央部に位置するＪＲ内房線大貫駅は、市内全６駅のうち、２番目に利用者が多い駅であり、駅周辺の公共施設に対し、安全性の危惧や防犯対策の強化についての要望が多く、利用者の目線に立った施設改修が急務である。

・区域内の道路網整備については、歩行者等の安全対策として歩道設置や交通円滑化のための交差点改良等が必要である。

・消防防災センター移転に伴い、緊急車両が円滑に活動できる道路環境が必須であることから、交通円滑化に資する路線整備や活動困難地域の解消が必要である。

・大貫駅周辺の施設整備については、利用者への安全性及び利便性への配慮から、駐輪場の利便性向上と地下歩道及び東口駅前広場の安全な空間づくりが必要である。

・富津市都市計画マスタープラン（平成１０年３月策定）においては、「固有の地域風土の中に、新たな生活文化と地域活力が生まれるまち」を将来像に、土地利用の適正な誘導及び固有の緑地資源、臨海部の海浜緑地の保全を図る地域振興を目指すと
している。

・第３次基本計画での重点課題の１つである、”安全・安心なまちづくり”については、自然災害への対応や施設の耐震化を念頭に置き、安全で安心して暮らせる地域環境づくりを整備するとしている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 千葉県 富津市
ふ っ つ し

庁舎
ちょうしゃ

及
およ

び大貫駅周辺
おおぬきえきしゅうへん

地区
ち く

計画期間 交付期間 28



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
整備方針１（市民の生活環境基盤の強化）
・歩行者及び自転車利用者の安全性を確保するための路線整備を行う。
・緊急車両等の迅速な活動を可能にするため、交通処理上の問題を抱える路線を整備する。
・照明の不足やバス停ベンチの破損等による安全性及び利便性の低下を防止するため、大貫駅東口駅前広場の整備を行う。

道路（基幹事業）

整備方針２（利用者の目線に立った整備による利便性の向上）
・朝夕問わず安心して通行ができ、湧水による転倒の危険性を防止するため、大貫駅地下歩道の整備を行う。
・盗難防止及び降雨時にも利用ができるように、大貫駅駐輪場の整備を行う。

道路（大貫駅地下歩道）（基幹事業）、地域生活基盤施設（大貫駅駐輪場）（基幹事業）、地域創造
支援事業（地下歩道防犯対策、落書き防止対策）（提案）

・交付期間中の円滑な事業推進と、目標に向けた効果を上げるため、各事業の横断的な協議・調整を図るとともに、進捗状況を検証し事業計画の適切な管理に努める。



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 富津市 直 1,300ｍ 平成24年 平成33年 平成24年 平成28年 714.7 271.9 271.9 271.9 －

道路 富津市 直 1,870ｍ 平成24年 平成31年 平成24年 平成28年 496.8 273.7 273.7 273.7 －

道路 富津市 直 590ｍ 平成24年 平成33年 平成24年 平成26年 272.6 42.6 42.6 42.6 －

道路 富津市 直 96.3ｍ 平成24年 平成26年 平成24年 平成26年 51.3 51.3 51.3 51.3 －

道路 富津市 直 2,000㎡ 平成24年 平成28年 平成24年 平成28年 24.3 24.3 24.3 24.3 －

公園

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 富津市 直 1,092㎡ 平成24年 平成25年 平成24年 平成25年 38.2 38.2 38.2 38.2 －

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,598 702 702 0 702.0 － …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

富津市 直 平成26年 平成26年 平成26年 平成26年 3.0 3.0 3.0 3.0

合計 3 3 3 0 3 …B

合計(A+B) 705
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

千葉県 1,600m ○ 平成22年度 平成31年度 480

富津市 21,918㎡ ○ 平成23年度 平成23年度 145

富津市 3,400㎡ ○ 平成24年度 平成24年度 1,016

合計 1,641

富津市消防防災センター（消防本部・消防署）新築工事 富津市下飯野

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

本郷バイパス整備 君津市下湯江～富津市上飯野

富津市消防防災センター（消防本部・消防署）造成工事 富津市下飯野

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

まちづくり活
動推進事業

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

大貫駅地下歩道防犯対策 防犯対策、落書き防止対策

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

住宅市街地
総合整備
事業

規模
（参考）事業期間

大貫駅駐輪場

交付対象事業費 705.0 交付限度額 282 国費率 0.4

連携生活拠点誘導施設

大貫駅東口駅前広場整備

交付期間内事業期間
細項目

市道山王下飯野線

市道下飯野線

市道小久保岩瀬線

大貫駅地下歩道整備

事業 事業箇所名 事業主体 直／間



都市再生整備計画の区域

庁舎及び大貫駅周辺地区（千葉県富津市） 面積 1,304 ha 区域 富津市本郷、前久保、岩瀬、千種新田の全部と篠部、上飯野、下飯野、二間塚、小久保、西大和田、相野谷、中の各一部

凡 例

計画区域

国道

一般県道

鉄道（ＪＲ内房線）

都市計画道路（整備済み）

都市計画道路（施工中）

都市計画道路（未整備）

富津市

庁舎及び大貫駅周辺地区

ＪＲ内房線
大貫駅

至君津

至館山

0 500 1000ｍ

国道４６５号

一般県道君津大貫線

一般県道大貫青堀線

一般県道君津青堀線


